
⑪利用取消連絡票
＜キャンセル決定時に提出＞

キャンセル時は、当施設に電話連絡をしたうえで本票をご提出ください。
（E-mail、FAX、郵送いずれでも提出可）

TEL：027-289-7224　FAX：027-289-7226　E-mail：akagi-suishinn@niye.go.jp

団体名

代表者名

担当者名

住所

電話番号

予定利用人数

予約期間

下記の理由により、貴施設の利用を取り消します。

（当てはまる項目にチェックしてください）
□　別の行事と重なってしまっていたため（参加者の都合）
□　参加人数が集まらなかったため（事務局運営上の都合）
□　インフルエンザ等の流行性感冒の影響
□　天候の影響（台風・大雪等）のため
□　その他（以下に詳細をご記入ください）

※職員使用欄 担当者 係長
連絡：□プログラム担当　□宿舎担当　□食堂
処理：□内定通知　□団体管理票　□台帳　□システム　□スプレッドシート

　　　　　年　　　月　　　日（　　　）
国立赤城青少年交流の家所長　様

　　　　年　　　月　　　日（　　）～　　　　　年　　　月　　　日（　　）

 

 

9 赤城 × SDGs 
9-1 SDGs とは 

SDGs とは、2015 年 9 月国連サミットにおいて全会一致で採択された「Sustainable Development Goals（持続  
可能な開発目標）」の略称で、SDGs（エス・ディー・ジーズ）と発音します。2030 年までに持続可能でよりよい   
世界を目指す国際目標で、17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave  
no one behind）」ことを誓っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9-2 SDGs×体験活動 

  国立青少年教育振興機構では、「体験活動を通した青少年の自立」を目指しており、ここ赤城青少年交流の家でも  
多様な体験活動の機会と場を提供しています。 交流の家の教育機能を総動員して、持続可能な社会の実現に貢献  
するとともに、その社会を創るための一歩を踏み出す青少年を育てます。 

 

9-3 SDGs×赤城の活動プログラム 

  当施設が提供している活動プログラムのなかで、SDGs の達成に貢献し得るものがいくつかあります。「4-7.活動  
プログラム詳細」において、貢献し得るゴールのアイコンを付していますので、参考にしてみてください。 

 

9-4 SDGs×私たちができること 

  当施設を利用している皆さんが、活動中・研修中にできることもたくさんあります。以下に、取組事例を挙げてみま
したので参考にしてください。 

①水を大切にしよう 
       手を洗う時には、水を出しっぱなしにしない。 

      野外炊飯で食器を洗う時には、汚れをふきとってから洗い流す。 
 ②電気を大切にしよう 
       部屋に誰もいない時には、電気を消す。 

冷房や暖房を使う時には、設定温度に気を付けて、こまめにオンオフする。 
③ゴミをへらそう 

食べ残しが無いようにする。 
ごみの分別ルールを守って捨てる。特に、ペットボトルや缶は、リサイクルする。 

④みんなと仲良くしよう 
男女の区別なく、誰とでも仲よくする。 
性別での決めつけをしないで、みんなで協力する。 
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